
一般会計予算の状況

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
１
日
か
ら
22
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
市
長
提
出
議
案
は
、
専
決
処
分
の
承
認
３
件
、
条
例
案
４
件
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
2
件
、

人
事
案
件
15
件
の
合
計
24
件
で
し
た
。
審
査
の
結
果
24
件
が
原
案
通
り
可
決
・
承
認
・
同
意
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
1
件
は
採
決
の
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
を
含
む

市
長
提
出
議
案
24
件
を
可
決･

承
認･

同
意

令和3年度第2回幸手市議会定例会

6月定例議会

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
７
７
８
万

１
千
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
低
所
得
者
の
子
育

て
世
帯
の
う
ち
、
ひ
と
り
親
世
帯
へ

の「
子
育
て
生
活
支
援
特
別
給
付
金
」

の
支
給
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
国

の
支
給
要
領
等
に
よ
る
と
、
可
能
な

限
り
速
や
か
に
支
給
す
る
と
あ
り
、

４
月
12
日
付
け
で
専
決
処
分
を
行
っ

た
も
の
で
す
。

　

支
給
額
は
、
児
童
１
人
当
た
り
５
万

円
で
、
７
０
３
人
分
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

歳
入
、歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
７
７
１
万

９
千
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
生
活
が
困
窮
し
て
い

る
方
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
金
を
支
給
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
貸
し
付
け
を
受
け
て
い
る
緊
急
小
口

資
金
総
合
支
援
資
金
の
借
り
入
れ
が

限
度
額
ま
で
達
し
て
お
り
、
一
定
の
収

入
額
・
預
貯
金
額
以
下
の
生
活
困
窮
世

帯
で
あ
っ
て
、
就
業
活
動
等
を
行
っ
て

い
る
こ
と
が
条
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
給
額
は
月
額
で
、
単
身
世
帯
６

万
円
、
２
人
世
帯
８
万
円
、
３
人
以
上

の
世
帯
10
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
給
期
間
は
、
７
月
以
降
３
か
月
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
補
正
予
算
に
は
、
7
月

　
　

請
願
趣
旨

　

気
候
危
機
に
よ
り
人
類
の
持
続
可

能
性
が
今
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
気
温

を
２
１
０
０
年
ま
で
に
産
業
革
命
か

ら
1.5
度
以
内
の
上
昇
に
収
め
な
い
と

人
類
は
生
存
で
き
な
く
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
気
候
危
機
は
私
た
ち

人
間
が
生
み
出
し
て
い
る
温
室
効
果

ガ
ス
が
原
因
で
す
。
国
に
対
し
て
、
脱

炭
素
、
脱
原
発
を
進
め
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
の
割
合
を
高
め
る

２
０
３
０
年
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

の
改
定
を
行
う
よ
う
、
意
見
書
の
提

出
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
請
願
に
つ
い
て
、
討
論
、
採

決
の
結
果
、「
賛
成
少
数
」
で
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

末
ま
で
に
高
齢
者
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン

接
種
完
了
に
向
け
た
取
組
み
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
５
９
６

２
万
５
千
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
や
そ
の
他

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
関
連
す
る
国
県
支
出
金
を
財
源
と

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
関
連
す
る
事
業
、
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
な
ど
の

事
業
を
行
い
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
は
、
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
手

当
又
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
で
あ
っ
て
、
令
和
３
年

度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で

あ
る
者
な
ど
を
対
象
に
児
童
１
人
当

た
り
５
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

新
生
児
特
別
定
額
給
付
金
は
、
令

和
３
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
４

月
１
日
ま
で
に
出
生
し
た
新
生
児
の

保
護
者
に
対
し
、
新
生
児
１
人
当
た

り
10
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

（
議
案
第
28
号
）

令
和
３
年
度
幸
手
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）(

専
決
第
３
号)

（
議
案
第
33
号
）

令
和
３
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
２
号
）

（
議
案
第
49
号
）

令
和
３
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
３
号
）

（
請
願
第
１
号
）

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
に
関
す
る
件

（2）〔市議会だよりさって〕No.99



　

備
品
購
入
費
の
う
ち
機
械
器
具
費
65

万
４
千
円
の
内
容
を
伺
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
一
環
と
し
て
、
次
亜
塩
素
酸
水

を
使
用
し
、
カ
ウ
ン
タ
ー
や
来
庁
者

用
の
椅
子
等
の
消
毒
、
除
菌
を
行
う

た
め
、
次
亜
塩
素
酸
水
生
成
装
置
を

２
台
購
入
す
る
た
め
の
経
費
と
し
て

計
上
し
ま
し
た
。

　

設
置
場
所
は
、
本
庁
舎
に
１
台
、

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
に
１
台
、
合
計
２
台

を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
検

査
業
務
委
託
料
と
検
査
費
助
成
金
の

内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
検

査
業
務
委
託
料
及
び
検
査
費
助
成

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、
保
健
所

や
医
師
が
必
要
と
認
め
実
施
す
る
検

査
に
お
い
て
、
保
険
診
療
の
自
己
負

担
相
当
額
を
市
が
負
担
す
る
も
の
で

す
。

　

委
託
料
は
、
市
が
業
務
を
委
託
す

る
医
療
機
関
で
検
査
を
行
っ
た
場
合

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
配
属
先
と

人
数
、
ま
た
、
業
務
内
容
と
そ
の
財

源
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

一
般
管
理
費
で
計
上
の
会
計
年
度

任
用
職
員
の
配
属
と
人
数
に
つ
い
て

は
、
市
民
課
に
３
人
、
税
務
課
に
３

人
、
農
業
振
興
課
に
１
人
で
す
。

　

市
民
課
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の

業
務
は
、
市
民
課
で
所
管
す
る
事
務

の
補
助
、
主
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
交

付
の
補
助
と
考
え
、
財
源
は
個
人
番

号
カ
ー
ド
交
付
事
務
費
補
助
金
と
い

う
国
の
補
助
金
が
あ
り
、
１
０
０
％

を
充
て
る
予
定
で
す
。
税
務
課
の
会

計
年
度
任
用
職
員
は
、
主
に
来
年
の

確
定
申
告
の
際
に
会
場
内
の
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
な
ど
の
業
務
を
主
に
想

定
し
、
臨
時
交
付
金
の
対
象
と
考
え

て
い
ま
す
。
次
に
農
業
振
興
課
の
会

計
年
度
任
用
職
員
は
、
農
業
支
援
の

補
助
金
等
の
申
請
事

務
の
補
助
と
し
て
、

臨
時
交
付
金
の
対
象

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
の
負
担
調
整
措
置
に

よ
る
市
税
収
入
に
お
け
る
影
響
額

と
、
同
様
に
、
都
市
計
画
税
収
入
に

お
け
る
影
響
額
を
伺
い
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
の
市
税
収
入
に
お
け

る
影
響
額
は
、
約
１
７
８
８
万
円
の

減
収
と
な
り
、
都
市
計
画
税
の
市

税
収
入
に
お
け
る
影
響
額
は
、
約

３
４
３
万
円
の
減
収
と
な
り
ま
す
。

本会議質疑内容 

令
和
３
年
６
月
定
例
議
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

質

疑

質

疑

質

疑

質

疑

答

弁

答

弁

答

弁

答

弁

に
、
自
己
負
担
額
を
受
検
者
本
人
で

は
な
く
市
に
請
求
い
た
だ
く
も
の
で

す
。
次
に
助
成
金
は
、
委
託
医
療
機

関
以
外
の
医
療
機
関
で
行
わ
れ
た
検

査
で
、
受
検
者
が
支
払
っ
た
自
己
負

担
額
を
後
日
に
申
請
し
て
い
た
だ
き

助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

具
体
的
な
対
象
経
費
は
、初
診
料
・

再
診
料
及
び
院
内
ト
リ
ア
ー
ジ
実
施

料
、
鼻
腔
咽
頭
ぬ
ぐ
い
液
採
取
に
対

す
る
保
険
診
療
自
己
負
担
金
で
す
。

　

金
額
は
保
険
診
療
の
点
数
か
ら
算

定
し
、
自
己
負
担
３
割
の
方
で
１
７

８
０
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
委
託
料
・

助
成
金
と
も
に
単
価
を
１
７
８
０
円

と
し
、
委
託
料
は
８
４
０
人
分
、
助
成

金
は
１
９
６
０
人
分
と
算
出
し
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
の
補
助
金
で
あ

る
農
業
経
営
者
支
援
事
業
費
補
助

金
３
１
７
４
万
９
千
円
、
農
業
経

営
者
支
援
事
務
費
補
助
金
50
万
円
、

農
業
経
営
者
支
援
金
１
６
７
万
１
千

円
、
農
作
物
自
動
販
売
機
購
入
費
補

助
金
５
０
０
万
円
等
の
補
助
金
の
支

援
趣
旨
、
内
容
、
そ
の
方
策
を
市
長

に
伺
い
ま
す
。

　

補
助
金
の
趣
旨
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
米
価
の

質

疑

答

弁

（
議
案
第
33
号
）

令
和
３
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
２
号
）

（
議
案
第
26
号
）

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
専
決
第

１
号
）
幸
手
市
税
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（3） 〔市議会だよりさって〕No.99



本会議質疑内容

下
落
や
、
外
食
産
業
の
需
要
の
減
少

に
よ
り
影
響
を
受
け
る
農
家
を
支
援

す
る
も
の
で
す
。

　

補
助
の
内
容
と
し
て
、
農
業
経
営

者
支
援
事
業
費
補
助
金
は
、
作
付
面

積
１
千
平
米
当
た
り
３
千
円
を
補
助

す
る
も
の
で
す
。
交
付
に
当
た
っ
て

は
、
補
助
金
の
申
請
手
続
業
務
及
び

農
協
の
組
合
員
に
対
す
る
振
込
業
務

に
係
る
事
務
費
と
し
て
、
埼
玉
み
ず
ほ

農
協
に
対
し
農
業
経
営
者
支
援
事
業

費
補
助
金
を
、
ま
た
、
農
協
の
組
合

員
以
外
の
方
か
ら
の
申
請
に
対
し
て

交
付
す
る
農
業
経
営
者
支
援
金
を
計

上
し
ま
し
た
。
農
作
物
自
動
販
売
機

購
入
費
補
助
金
は
、
農
作
物
の
販
路

拡
大
と
感
染
防
止
策
と
し
て
農
作
物

用
の
自
動
販
売
機
を
購
入
す
る
際
の

費
用
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
農
業
者
へ
の
支
援
を
着

実
に
進
め
、
農
地
の
集
積
・
集
約

化
や
多
面
的
機
能
支
援
事
業
等
を

推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
当
市

農
業
の
振
興
を

図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
埼
玉
県

や
農
協
等
の
関

係
機
関
と
連
携

し
、
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

国
の
次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

の
ま
ま
で
は
、
温
暖
化
は
さ
ら
に
進

み
、
人
間
の
生
命
も
脅
か
す
ほ
ど
に

環
境
が
大
き
く
変
化
深
刻
化
し
、
大

変
危
険
で
す
。

　

温
暖
化
防
止
に
は
、
二
酸
化
炭
素

排
出
を
削
減
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。　

　

大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
最
近
の

動
向
で
も
電
気
や
水
素
を
使
っ
た
エ

ン
ジ
ン
開
発
に
、
Ｇ
７
主
要
国
首
脳

会
議
の
中
で
も
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
問
題
は
、
共
通
課

題
と
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
主
要
国
で
火
力
発
電
の
期
限
を
区

切
っ
た
廃
止
方
針
が
な
い
の
は
日
本

だ
け
で
す
。

　

福
島
原
発
事
故
か
ら
10
年
、
今
も

溜
ま
り
続
け
る
汚
染
水
、
処
分
で
き

な
い
危
険
な
デ
ブ
リ
、
解
決
で
き
な

い
問
題
が
残
り
続
け
て
い
ま
す
。
危

険
な
リ
ス
ク
を
伴
う
原
発
を
、
二
酸

化
炭
素
排
出
防
止
の
た
め
に
、
推
し

進
め
る
方
向
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
、
請
願
第
１
号
へ
の
賛
成
討

論
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

手
島　

秀
明 

氏

海
老
沼
　
隆
夫

賛
成
討
論

矢
島　

清
春 

氏

奥
貫　
　

進 

氏

増
田　

隆
司 

氏

江
森　

正
之 

氏

松
島　

政
雄 

氏

田
中　

𠮷
雄 

氏

山
中　
　

栄 

氏

大
澤　

年
一 

氏

倉
持　

昭
夫 

氏

熊
谷　

隆
夫 

氏

野
村
美
左
緒 

氏

船
川　

由
孝 

氏

鈴
木　
　

栄 

氏

増
田　

福
重 

氏

　

全
国
市
議
会
議
長
会
、
埼
玉

県
市
議
会
議
長
会
の
総
会
に
お

い
て
、
藤
沼
貢
議
員
が
特
別
表

彰(

議
員
在
任
20
年
以
上)

を
、

ま
た
、
枝
久
保
喜
八
郎
議
員
、

宮
杉
勝
男
議
員
、
本
田
謡
子
議

員
、
小
河
原
浩
和
議
員
、
松
田

雅
代
議
員
、
木
村
治
夫
議
員
６

名
が
、
一
般
表
彰(

議
員
在
任

10
年
以
上)

を
受
け
ま
し
た
。

（
請
願
第
１
号
）

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
に
関
す
る
件

人

事

案

件

農
業
委
員
会
委
員

固
定
資
産
評
価
員

表

彰

（4）〔市議会だよりさって〕No.99




